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献 呈 の 辞
1999年11月 に満70歳 を迎 えられた染谷孝太郎教授は,本 年3月 末をもって本学から定年退職
されることになりました。
明治大学の旧制商学部を1952年 に卒業された先生は,本 誌 に掲出されている教授の略年譜か
らも分かるように,た だちに助手補 となられ,そ の後,助 手,専 任講師,助 教授,教 授として,
商学部の教育研究の発展のために一筋に尽力 してこられました。 この約半世紀にならんとする
教育研究活動は,ま さに母校 と出身学部に対する先生の熱い思いに支えられていたことを如実
に示 したものでした。
故田中豊喜教授 を恩師 とされた先生は,商 学部では経済史 と中小企業論の科目を担当され ま
した。先生 の情熱 を込めたその講義 は,学 生たちの勉学 に資 し,そ の履修生を数多 く集めまし
た。それは先生の研究成果 を基礎にした講義であったからです。
経済史の研究では,先 生 はつ ぎの領域に焦点を当て解明 しました。その一つは,イ ギリス,
アメリカ,ド イツ等で封建的経済社会が解体 して近代資本主義社会が成立してい く過程におけ
る大土地所有者,農 民,工 業的生産者,商 人等の新時代への対応 と彼 らの積極的経済活動であ
り,そ の二つは,17～18世 紀イギ リスでの商業 と工業 との相互的発展,お よび18～19世 紀にお
ける商業の飛躍的発展 と大工業化 ・産業革命 との関係,そ の三つは,資 本主義農業への過渡的
形態であるフランダース農業,最 初 の資本主義的大規模農業であるノーフォーク農業,本 格的
な資本主義農業であるハイ ・フォー ミング,そ の四つは,大 工業化 ・産業革命の歴史的前提諸
条件 とそあ基本的性格,お よびそれの経済的諸効果,そ の五つは,産 業革命 とその前後のイギ
リスにおける諸階層の経済状態や生活水準,お よび労働者の生活水準についての楽観学派 と悲
観学派の見解であった。こうした研究成果によって,1976年 に,先 生 は商学博士の学位を取得
されました。
また,中 小企業論の研究では,欧 米 と比較 しなが ら,日 本 における中小企業の本質,現 状,
発展策,お よび経済的規定 と法的規定や量的規定 と質的規定,さ らに企業間の支配 ・従属関係
や協力関係などに焦点 を合わせた研究 を進められた。
さらに,先 生は,同 期で親友であった故笠原長寿学部長のもとで,商 学科長兼一部教務主任
になられて多難な時期の学部改革にも努力されました。
振 り返れば,私 たちは,団 樂の席では極めて人間味豊かなお人柄 をおみせになる一方で,一
旦教授会の席 ともなれば物事 を原則的な視点から厳 しい発言をなされる先生 を忘れ ることはで
きません。今後,先 生の勇気ある発言を拝聴できなくなるばかりか,旧 制大学卒で明治大学の
生字引である最後の教授会員が職場から去 られることは,ま ことにさびしい限 りです。だが幸
い,先 生の後継者 として,横 井勝彦教授が経済史を,熊 沢喜章専任講師が中小企業論 をそれぞ層
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れ担当されることになってお り,こ れからも盤石の備 えはできていると確信 しています。
ここに,半 世紀にわた る先生の功労に対する敬意 と感謝の気持 ちをこめて,染 谷孝太郎博士
古稀記念号 として編纂しました本誌 を献呈 し,あ わせて先生の今後のご健勝を祈念いた します。
2000年2月 吉 日
商学部長 森 章
